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各種事業等のチラシ紹介 



令和４年度大河原教育事務所管内公民館等巡回訪問実施要項 

 

                            宮城県大河原教育事務所 

   

１ 目的   ｢公共の福祉」に貢献し，学習・文化活動の拠点，地域社会のキーステーション

としての各市町の公民館等を訪問し，実態を把握することにより，管内の生涯学

習・社会教育の振興，充実に寄与する。 

 

２ 内容   （１）各市町公民館等の現状と課題についての情報収集 

       （２）公民館等主催事業等についての実態把握と関係資料の収集 

       （３）公民館等評価に関する情報の交換 

       （４）その他（地域学校協働活動の進捗状況等） 

 

３  対象    大河原管内の公民館・センター等 

                （地区公民館・自治センター・まちづくりセンター等も訪問します） 

 

４  訪問期間    １０月～１２月の訪問希望日 （各市町と調整） 

                 

５ 訪問期日の決定    

        教育事務所と各市町で訪問期日等の調整を行い，「公民館等訪問予定一覧」 

        を作成し，当該市町教育委員会に通知する｡ 

 

６  訪問者   大河原教育事務所 教育学事班 生涯学習担当 社会教育主事 

 

７  訪問時間    訪問時間を１施設につき４５分～６０分を目安とし，訪問を計画する。 

                         

８ その他 （１）基幹公民館（センター）を訪問対象としますが，地区公民館・まちづく 

         りセンター・自治センター等もできるだけ訪問したいと思います。 

      （２）教育事務所の事業等実施日を除いた訪問可能日をもとに，所定の様式に 

         より希望訪問日を事務所に報告願います。後日，時間調整を行います。 

         なお，日程によっては土日の主催事業開催時の訪問視察も可能ですので，

希望される場合は，別途御相談ください。 

（３）訪問については，該当市町の社会教育関係職員の同行をお願いします。 

（４）事業内容等が分かるリーフレット，チラシ等の資料を提供願います。 

                  なお，訪問のための新しい資料を作成する必要はありません。 



　　月　　日 曜 訪問市町 訪問先公民館等 訪問予定時刻

1 10月11日 火 丸森町 舘矢間まちづくりセンター 　９：３０～

2 10月31日 月 角田市 角田市市民センター 　９：３０～

3 10月31日 月 大河原町
中央公民館
金ヶ瀬公民館

１３：３０～
１４：３０～

4 11月2日 水 柴田町
槻木生涯学習センター
船迫生涯学習センター
船岡生涯学習センター

１３：３０～
１４：３０～
１５：３０～

5 11月4日 金 川崎町 川崎町公民館 １５：００～

6 11月9日 水 七ヶ宿町 七ヶ宿町公民館 １０：００～

7 11月14日 月 村田町 村田町中央公民館 １４：００～

8 11月15日 火 蔵王町
蔵王町公民館
（ございんホール）

１４：００～

9 11月17日 木 白石市

中央公民館
白川公民館
小原公民館
福岡公民館
深谷公民館

１０：００～
１１：００～
１３：３０～
１４：３０～
１５：３０～

令和４年度大河原教育事務所管内
公民館等訪問日一覧



管内公民館等の特色ある事業紹介 
 

事 業 名 わんぱく教室 
市 町 名 白石市 開催場所 白石市中央公民館，蔵王自然の家 他 
実施期日 年 7 回(6 月から 12 月まで，月 1 回程度) 
主な内容  

○趣旨 市内各校の子供たち同士やジュニア・リーダーとの交流を図る。 
○対象 市内の小学 5・6 年生 
○内容 ジュニア・リーダーと遊ぼう，防災教室，大冒険キャンプ，農業体験 他 

 
事 業 名 子育て応援ハッピータイム 
市 町 名 白石市 開催場所 白石市中央公民館 
実施期日 年 10 回(5 月から 2 月まで，月 1 回程度) 
主な内容  

○趣旨 いろいろな遊びを体験しながら，参加者同士の交流を図り，子育ての不安や悩みを解消して
親の学びにつなげる。 

○対象 「0~1 歳児」「2 歳児以上」の子を持つ保護者 
○内容 絵本の読み聞かせ，手遊び，ムーブメント活動(遊具を使った遊び)，ベビーマッサージ 他 

 
事 業 名 孫の手づくり教室 
市 町 名 白石市 開催場所 白石市白川公民館 
実施期日 7 月 23 日(土) 
主な内容  

○趣旨 地区内の米寿者に対して，地区内の中学生(旧白川中)が長寿の祝いと願いを込めて孫の手を
作って贈る。 

○対象 白石市立白石東中学校の第１学年の生徒 
○内容 生徒と共に孫の手を作り，9 月に行われる白川地区敬老会・文化祭において地区内の米寿を

迎えた高齢者に贈呈する。 
 

事 業 名 小原未来塾 
市 町 名 白石市 開催場所 白石市小原公民館，白石市立小原小・中学校 
実施期日 第 13 回：11 月 27 日(日)，第 14 回：12 月 9 日(金)，第 15 回：1 月 15 日(金) 
主な内容  

○趣旨 様々なテーマに基づき，住民相互が気軽に対話しながら，よりよい地域づくりの方策を探る。
○対象 地区住民 
○内容 既存の行事や組織の見直し，地区外から通学する保護者との交流 他 

 
 



事 業 名 ふくおかわくわくカレッジ 
市 町 名 白石市 開催場所 白石市福岡公民館 
実施期日 年 10 回(5 月から 1 月まで，月 1 回程度) 
主な内容  

○趣旨 生涯学習の一環として，「誰でも参加できる講座」を企画し，参加者が教養と親睦を深めつ
つ，心も体も健康になることを目指す。 

○対象 地区住民(登録制) 
○内容 草餅づくり教室，健康料理教室，ニュースポーツ体験，おいしいコーヒーの淹れ方教室 他 

 
事 業 名 深遊会 
市 町 名 白石市 開催場所 白石市深谷公民館 
実施期日 年 6 回(6 月から 3 月まで) 
主な内容  

○趣旨 生涯学習の一環として，地区内の女性を対象に，教養と親睦を深めることができる活動を行
う。 

○対象 深谷地区に住む女性(登録制) 
○内容 寄せ植え教室，リース作り教室，一人暮らしのお年寄りへの弁当宅配 他 

 
事 業 名 かく大學 2022・次世代育成事業 
市 町 名 角田市 開催場所 角田市市民センター 他 
実施期日 ラウンジ：毎月最終金曜日，学部：8 月から 1 月まで(各学部，年間３回) 

チャレンジラボ：年 4 回(10 月から 1 月まで)+報告発表(2 月) 
主な内容  

○趣旨 どのような社会変化があろうとも，私たちの充実した暮らしを持続していくために，主体的
かつ創造的に課題を解決し，地域に貢献する人材を育成する。 

○対象 市民(ラウンジは自由参加，各学部及びチャレンジラボは 10 名程度) 
○内容 失敗学部，つくる!デザイン学部，みんなで集まる場づくり学部，農ある暮らし学部 他 

 
事 業 名 子育て支援事業「ふぁみふぁみ」 
市 町 名 角田市 開催場所 角田市市民センター 
実施期日 年 5 回(7 月から 2 月まで) 
主な内容  

○趣旨 様々な活動をとおして親子の愛着形成を促進するとともに，子育てについての「気づき」を
得られるような場を提供する。 

○対象 未就学児とその保護者 
○内容 まっくらやみのたからさがし，おひるねアートとフルーツサンドでおしゃれカフェ 

リトミック 他 
 
 



事 業 名 松川岩石鉱物研究会 
市 町 名 蔵王町 開催場所 蔵王町ふるさと文化会館，蔵王町役場東庁舎，

松川河川敷 
実施期日 年 9 回(7 月から 3 月まで，月 1 回程度) 
主な内容  

○趣旨 蔵王を流れる松川や町内外の興味深い地質や岩石を研究し，松川の岩石図鑑を作成する。 
○対象 町民及び町内に通勤通学されている中学生以上の方 
○内容 岩石・鉱物の採集，調査，岩石標本の作製，採集物に関係する講義 他 

 
 

事 業 名 蔵王のお宝探検隊 体感!!水の恵み 
市 町 名 蔵王町 開催場所 蔵王町ふるさと文化会館，松川河川敷 他 
実施期日 年 4 回(4 月から 10 月まで) 
主な内容  

○趣旨 お米，お酒，温泉，樹氷，お釜，すべて蔵王の水から生まれていることに着目し，「水」にま
つわるお宝スポットを探検する。 

○対象 町民及び町内に通勤通学されている方 
○内容 湧き水巡り，湧き水をコーヒーで味わう，疣岩分水工見学，蔵王湧水工場見学 他 

 
 

事 業 名 加川広重アートプロジェクト vol.7 巨大絵画を描こう 
市 町 名 蔵王町 開催場所 蔵王町ふるさと文化会館 
実施期日 11 月 13 日(日) 
主な内容  

○趣旨 巨大なキャンバスに参加者全員で絵を描く。完成した作品は，1 年間，ございんホールに展
示される。 

○対象 町内外どなたでも(20 名程度) 
○内容 蔵王町ふるさと文化会館のロビーにて，参加者全員で 1 つの絵画作品を完成させる。 

 
 

事 業 名 七ヶ宿総合スポーツ祭 2022，スポーツ体験会 
市 町 名 七ヶ宿町 開催場所 七ヶ宿町立七ヶ宿中学校体育館，峠田遊林館 
実施期日 体験会：年 3 回(9 月から 11 月まで)，総合スポーツ祭：11 月 6 日(日) 
主な内容  

○趣旨 スポーツを通じた地域の活性とコミュニティづくり及びスポーツの振興を目的に行われる
総合スポーツ祭。その目的の達成を目指し，初心者だけでなく子供から高齢者まで，多様な
住民が気軽に参加できるような体験会を実施する。 

○対象 家庭バレーボール：20 歳以上の男女，卓球バレー・ボッチャ：小学生から高齢者まで 
○内容 家庭バレーボール(ビニールバレーボール)，卓球バレー，ボッチャ 



 
事 業 名 子育て支援講座 
市 町 名 七ヶ宿町 開催場所 活性化センター 他 
実施期日 年 6 回(6 月から) 
主な内容  

○趣旨 子供の発達段階に応じたかかわり方や，個人差にも配慮した成長や発達について学ぶこと
で，子供と保護者双方の情緒の安定や，人格形成に寄与することを目的とする。 

○対象 未就学児から中学生の子供及びその保護者，地域住民 
○内容 保護者向けの講座，体験活動，人形劇等の観劇 等 

 
事 業 名 わくわく親子昆虫教室 
市 町 名 大河原町 開催場所 大河原町中央公民館，小山田地区， 

大高山遊歩道 他 
実施期日 ①6 月 25 日(土)，②7 月 23 日(土)，③9 月 17 日(土) 
主な内容  

○趣旨 カブトムシなどの甲虫採集のほか，ホタルや水生昆虫の観察をとおして，親子で自然に親し
みながら自主的・協同的学習と仲間づくりの実現を目指す。 

○対象 町内在住の小学生の親子 10 組 
○内容 蛍の観察，甲虫採集・飼育についての講話，水生昆虫の観察 

 
事 業 名 第 24 回子ども文芸展 
市 町 名 大河原町 開催場所 大河原町中央公民館 
実施期日 10 月 29 日(土)から 30 日(日)まで 
主な内容  

○趣旨 短歌，俳句，川柳の創作をとおし，文芸に触れる機会を創出する。また，大河原町出身の文
化人について学習することにより，地元の風土を学ぶ機会とする。 

○対象 町内の小中学生 
○内容 短歌，俳句，川柳(応募総数：784 点) 

 
事 業 名 金ケ瀬中学校吹奏楽部・合唱団 オータムコンサート 
市 町 名 大河原町 開催場所 大河原町金ケ瀬公民館 
実施期日 10 月 16 日(日) 
主な内容  

○趣旨 吹奏楽コンクール宮城県大会銀賞，NHK 全国学校音楽コンクール出場並びに TBC こども
音楽コンクール宮城県優秀賞受賞の金ケ瀬中学校吹奏楽部・合唱団の美しい音色や歌声を，
地域住民に聴いていただく。 

○対象 地域住民 
○内容 金ケ瀬中学校吹奏楽部の演奏，合唱団の歌唱披露 

 



事 業 名 すすめ! 月面たんけん隊(子ども体験学習クラブ) 
市 町 名 村田町 開催場所 村田町歴史みらい館 
実施期日 6 月 8 日(水) 
主な内容  

○趣旨 公民館や歴史みらい館において様々な体験活動を行い，楽しく学べる学習機会を提供するこ
とで，子供たちの豊かな心を育むとともに，学ぶことへの意欲向上を図る。今回は天体観測
をとおして，月や星座など基礎的な天文の知識を幅広く学習する。また天体にまつわる工作
をすることによって体感的な学習に繋げる。 

○対象 町内小学生 30 名(夜間開催のため，1~3 年生の参加者は保護者同伴) 
○内容 月や星についてのスライドショー，手作り望遠鏡を作ろう，天体観測 

 
事 業 名 イクメン教室 
市 町 名 柴田町 開催場所 太陽の村 
実施期日 12 月 5 日(日) 
主な内容  

○趣旨 家事や子育てについて，男性の保護者の積極的子育てへの参加を促すため，男性の保護者同
士が交流できる場を提供する。(槻木生涯学習センター，船岡生涯学習センター，船迫生涯学
習センター3 館合同) 

○対象 町内の未就学児・小学生と男性保護者 10 組 20 人 
○内容 アウトドアクッキング(火起こし，竹飯盒炊飯，ダッチオーブンでの夏野菜蒸し料理)，  
    竹ぼっくり，竹鉄砲製作 

 
事 業 名 あそびのワンダーランド「おもちゃ広場」 
市 町 名 柴田町 開催場所 船迫公民館 
実施期日 10 月 8 日(土) 
主な内容  

○趣旨 様々な外部団体と協働し，おもちゃ遊びをとおして楽しく親子のふれあいの機会を創出す
る。 

○対象 町内の幼児・小学生と保護者 30 名程度 
○内容 木育広場，読み聞かせ&エプロンシアター，木の実の飾り物づくり，おもちゃ病院 他 

 
事 業 名 いきいき教室 
市 町 名 柴田町 開催場所 船岡生涯学習センター 
実施期日 年 7 回(6 月から 11 月まで) 
主な内容  

○趣旨 高齢者を対象に，生涯学び続ける意欲を培うとともに，健康で明るく心豊かな人生を送れる
ことを学習テーマに，講話や実技等をとおして地域で元気に活躍できるようにする。 

○対象 65 歳以上の地域住民(35 名) 
○内容 認知症予防講座，楽しく健活セミナー，フォークダンス体験，軽運動 他 



 
事 業 名 第 48 回児童生徒書き初め会 
市 町 名 川崎町 開催場所 川崎町公民館 
実施期日 書き初め会：１月 5 日（木） 展示会：１月 13 日（金）～15 日（日） 
主な内容  

○趣旨 毛筆水準を高めるとともに，作品の展示と賞賛により，書道に対する意欲を高める。 
○対象 小学３年～中学３年生 
○内容 各学年を対象にした書道 

 
 

事 業 名 舘矢間地区多目的公園構想 
市 町 名 丸森町 開催場所 丸森町舘矢間まちづくりセンター 
実施期日 通年 
主な内容  

○趣旨 舘矢間地区別計画書に基づき，子供たちが遊ぶような公園や広場が欲しい，地区内に避難場
所を確保したいという要望を実現するため，実行委員を募集して協議する。 

○対象 舘矢間地区在住，もしくは事務所が舘矢間地区内にある方 男女各 15 名 
○内容 舘矢間地区多目的公園設立に向けての検討，立地予定地見学，防災公園の視察 他 

 



公民館訪問を終えて 

  

 社会が急速に変化し，未来を予測することも困難な時代を迎えている昨今。新型コロナウイルス感染

症の流行と感染予防対策に伴う対応は，地域住民の学びの場である公民館においても大きな変化を与え

ました。感染予防の対処方法が共有化されたこともあり，今年度は少しずつ事業を再開している公民館

が増えてきました。 

 

「不易と流行」という言葉があることは，広く知られていることだと思います。「不易」とは，どん

なに社会が変化しても，時間が経過しても，時代を超えて変わらない価値のあるものです。社会教育行

政が主管している公民館であっても，首長部局が主管する市民センターやまちづくりセンターであって

も，訪問させていただいたすべての施設で共通していたのは，そこが地域住民にとって集う場であり，

人と人とが出会う場であったことでした。コロナ禍においても，住民が憩いや楽しさを実感したり，趣

味や興味のある内容を学んだりすることができるように工夫されている様子から，公民館における「不

易」にあたる部分が，とても大切にされていることを実感いたしました。 

 

「流行」とは，時代の変化に応じて変えていく必要があるものと考えられます。コロナ禍への対応だ

けでなく，地域社会には人口減少や少子高齢化，地域住民のつながりの希薄化やデジタル化への対応等，

課題となることは枚挙にいとまがありません。SDGs の理念でもある「誰一人取り残さない世界」の実

現を目指す取組は，教育界でも様々な施策として実践されています。社会教育の分野でも同様で，公民

館においてもより一層，多様な地域住民をつなぎ，支える取組が期待され，住民主体の地域づくりが行

われる拠点として，これまで以上に重要性を増しています。 

その実現に欠かせない環境整備の一つとして，デジタルツールの活用が求められています。しかし，

県内全体の傾向を見ると，来館者が Wi-Fi を利用できる施設は全体の約２５％，住民対象のデジタル・

リテラシー向上やデジタル・ディバイドの解消等に向けた取組を行っている施設は約１０％，SNS で情

報発信している施設は，わずか約３％という状況が報告されています。デジタル環境の整備には当然な

がら経費が必要になるため，簡単には導入できない事情があるのだと思います。ですが，web 会議シス

テムの浸透に伴い，今後，ますますオンラインによるつながりが一般化することが想定されますので，

財政面・技術面ともに計画的に前に進めていただけることを期待いたします。 

 

ここからは，「公民館の設置及び運営に関する基準」（文部科学省告示第１１２号）にて明示されて

いる５つの機能（①地域の学習拠点としての機能，②地域の家庭教育支援拠点としての機能，③奉仕活

動・体験活動を推進する機能，④学校，家庭及び地域社会との連携等を図る機能，⑤地域の実情を踏ま

えた運営等）に基づき，各地域での活動を例に考察いたします。 

 

①  地域の学習拠点としての機能  

     角田市が取り組んでいる「かく大學」は，学び手が主体的に参加する新しいスタイルが定着し，

学び方を「ラウンジ」「学部」「チャレンジラボ」という三層構造にすることで，より一層，地

域住民の学習拠点としての環境が整いました。また，蔵王町では，公民館講座から立ち上がった

「松川岩石鉱物研究会」が，熱心に活動していました。白石川の支流である松川の岩石や鉱物を



採集し，種類を調べながら岩石図鑑を作ろうという目標を立て，公民館を拠点に仲間の募集も行

いながら月に一度の活動を継続していました。 

    今後も学びを支える学習拠点となる公民館の姿が，各地で展開されることを期待します。 

 

②  地域の家庭教育支援拠点としての機能  

      七ヶ宿町では，町内の保育所との連携が緊密に図られています。講師を招いて親子の運動教室

を実施したり，人形劇やおもちゃのワークショップを行ったりしていました。地域の家庭教育関

係団体のつながりを生み出す工夫が，とても熱心に行われていました。また，柴田町では，町内

にある３つの生涯学習センターが力を合わせ，それまで単独で開催していた「イクメン講座」を

合同で開催しました。町内全域から参加することが可能となり，参加者同士のつながりづくりに

も効果が見られました。 

引き続き，子育て世帯や家庭教育支援者をつなぐ取組が展開されることを期待します。 

 

③  奉仕活動・体験活動を推進する機能  

      川崎町では，「大人のそば打ち体験」を受講した参加者が，講座での学びや体験をとおしてそ

ば打ちへの興味を深め，その後，そば打ちの大会に出場して入賞を果たして広報誌で紹介されま

した。また，村田町では，各地区公民館が中心となって，参加者の年齢構成や競技内容を工夫し

たスポーツ体験・交流イベントが充実していました。 

    公民館を中心とした体験活動に基づく学びやつながりは，「楽しさ」を媒介とした地域づくり

の土台になる取組です。今後も参加したくなる活動が数多く提供されることを期待します。 

 

④  学校，家庭及び地域社会との連携等を図る機能  

白石市の白川公民館では，旧白川中学校の伝統行事を「孫の手作り教室」として公民館が継続

したり，白石高等学校の総合的な探究の時間や東北福祉大学の学生と連携して夏祭りに花火を打

ち上げたりする取組が行われました。また，大河原町では，３年ぶりの開催となった「町民文化

祭」に併せて開催された「子ども文芸展」では，町内の小中学校から 700 点以上の作品応募があ

り，展示された作品を家族で観賞したり，作品の前で写真を撮影したりする様子が見られました。 

引き続き，家庭・地域・学校が協働して子供を育てる仕組みづくりを行っていただき，地域の

教育力の向上や活性化を図り，地域全体で子供を育てる環境が整備されることを期待します。 

 
⑤  地域実情を踏まえた運営機能  

      丸森町の舘矢間まちづくりセンターでは，地域内の子育て世帯を中心に要望のあった「多目的

公園の設置構想」を実現させるため，実行委員を集めて検討したり，設置候補地や他市町の防災

拠点公園を視察したりしていました。これからの公民館には，住民主体の地域づくりや持続可能

な社会の構築に向けた取組の拠点としての役割がより一層求められております。引き続き，各地

で住民参画型の多様な事業が展開されることを期待します。 

 
  最後になりますが，各公民館長・センター長をはじめ職員の皆様方には，資料やアンケートを作成い

ただくとともに，貴重なお話を聞かせていただきました。管内市町教育委員会教育長様，生涯学習主管

課長様，生涯学習課職員の皆様方の御理解と御協力に対しまして深く感謝申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 



■対象 
   ・公民館の職員 計79名
■方法

・質問紙記入（事前に質問紙を配付し，訪問時に回収）※設問により，無回答のある質問紙が複数枚あった。 
■属性

〔勤務形態〕 〔性別〕 〔勤務年数〕
・常 勤 52名 ・男性 53名 ・１年未満 23名
・非常勤 27名 ・女性 26名 ・２年以上～５年未満 34名

・５年以上～１０年以下 17名
・１１年以上  5名

設問１ 昨年１年間で自分の職務に関わる研修に参加しましたか。

上段：R04
下段：R03

設問２ 何回研修に参加しましたか。（設問１で「参加した」と答えた人）

上段：R04
下段：R03

設問３ 参加した研修会の主催はどこですか。（設問１で「参加した」と答えた人）

上段：R04
下段：R03
（複数回答）

・東北大学社会教育主事講習

・文化財行政講座 ・管内文化財担当者研修会

・宮城県社会教育、公民館職員研修（4）

・まちづくり研修会（福祉・連合）(5)
・まちづくり支援ワーキングG 

・ファシリテーター養成講座

・野外活動体験会 ・社会教育主事先進地視察

・集落支援員業務に向けた研修会

「職員研修」に関するアンケート結果

・公共図書館職員等研修 ・読み聞かせ研修



・個人情報の取り扱いについての研修

設問４ 参加した研修は役に立っていますか。（設問１で「参加した」と答えた人）

上段：R04
下段：R03

設問５ 参加した研修には，主にどのような勤務態様で参加しましたか。（設問１で「参加した」と答えた人）

上段：R04
下段：R03

設問６ 研修に参加しなかった主な理由は何ですか。（設問１で「参加しなかった」と答えた人）

上段：R04
下段：R03

（その他）

異動後間もなかったため

コロナで中止になった 等

設問７ どのような研修があれば参加したいですか。

・ 市民が行政任せにならず、自立へと促すような取組についての研修

・ 地域をおもしろくするような研修

・ 子ども会等の各種団体が今後どのようにすすめていけばよいか、助言がある研修

・ 施設運営に関する内容の研修

・ ファシリテーター研修

・ 成功事例の発表などではなく、社会教育職員としてのスキルが向上する研修

・ 公民館講座の決め方の研修

・ お話会のプログラムのたて方、進め方の研修

・ 悪質クレーマー住民対応研修

・ コロナ禍にあっての公民館運営研修

・ 講座を開催するにあたり町でどのような講座をしてくれる団体があるかの情報提供

・ 他地区、地域の実例（住民とのコミュニケーションの取り方、公民館の在り方など）





■趣旨 
   ・公民館運営評価シートにより，公民館運営に関する，目標・事業・組織・事務等の項目で自己評価することで，

各公民館の実態や職員の意識を把握し，管内全体の現状と課題を把握するために実施した。
    
■調査対象及び調査方法等について

・調査対象 管内公民館・生涯学習センター等  
・調査方法「公民館運営評価シート」の各項目について，各施設長・職員が１～４の評価基準により自己評価を行う。
・調査期間 令和4年10月11日～令和4年１１月17日 ・有効回答数（Ｎ）＝ 79

《評価基準》４：当てはまる  ３：やや当てはまる  ２：あまり当てはまらない  １：改善が必要である。 

※下線の値は前年度から数値が0.3以上変化した設問

項 目 H30 R01 R02 R03 R04

目標① 3.3 3.3 3.3 3.3 3.2

目標② 3.0 3.0 2.9 2.9 2.9

目標③ 3.3 3.3 3.4 3.3 3.3

計  画 3.5 3.6 3.5 3.5 3.4

事業展開① 3.1 3.0 3.0 3.0 3.1

事業展開② 3.1 3.0 3.0 3.0 3.0

事業展開③ 3.0 3.0 3.2 3.2 3.1

事業展開④ 2.7 2.5 2.7 2.8 2.7

事業展開⑤ 2.8 2.7 2.8 2.86 2.9

連携・協力 3.2 3.1 3.2 3.19 3.1

情報の提供 3.1 2.8 3.1 3.15 3.0

組  織 3.5 3.4 3.4 3.34 3.3

研  修 2.9 3.0 2.9 2.79 2.7

会  議 3.4 3.5 3.3 3.31 3.2

予  算 3.5 3.5 3.4 3.36 3.1

施設・設備① 3.3 3.4 3.2 3.3 3.1

施設・設備② 3.3 3.4 3.2 3.27 3.1

            公民館運営アンケート・評価平均値

評 価 の 観 点

事
業
の
実
施

公民館全体運営の目標は，地域の実態や課題に対応して立てられている。

公民館全体運営の目標は，地域住民に理解されている。

公民館全体運営の目標は，公民館職員に周知・徹底されている。

公民館の目標を具現するために，年間計画が立てられている。

事
業
の
実
施

公民館事業を展開するとき，地域の実態や課題等を把握する方策がとられてい
る。

公民館事業は，地域住民の願いやニーズに対応している。

公民館事業を展開する際，ねらいを明確にし，その充実が図られている。

学級・講座をサークル化につなげる学習プログラムの開発に努めている。

子育て・家庭教育について学習する機会の提供を図っている。

関係団体及び諸機関等との協力体制を構築し，十分に連携が図られている。

公民館活動の情報を多様なツールを活用し地域住民に提供している。（ＨＰ，
広報誌の工夫）

組
織
・
運
営
・
事
務

職員相互の連絡調整がよくなされ，協力し合い，責任を持って職務を遂行して
いる。

自ら資質・能力を高めるための研修の必要性を自覚し，研究・研修に意欲的に
取り組んでいる。

各種会合の企画・運営は適切に行われている。

公民館運営のために職員間の共通認識のもとで，予算編成や執行にあたってい
る。

教育委員会との連携を密にし，施設・設備の適切な整備と計画的な物品等の購
入に努めている。

住民がいつでも気軽に集まれるスペースの確保，ロビー等の各種展示の工夫に
努めている。



事  務 3.5 3.6 3.5 3.56 3.5

3.2 3.2 3.2 3.2 3.1平 均

文書の収受・発送・保管は適切である。



■趣旨 
   ・公民館運営評価シートにより，公民館運営に関する，目標・事業・組織・事務等の項目で自己評価することで，

各公民館の実態や職員の意識を把握し，管内全体の現状と課題を把握するために実施した。
    
■調査対象及び調査方法等について

・調査対象 管内公民館・生涯学習センター等  
・調査方法「公民館運営評価シート」の各項目について，各施設長・職員が１～４の評価基準により自己評価を行う。
・調査期間 令和4年10月11日～令和4年１１月17日 ・有効回答数（Ｎ）＝ 79（一部無回答あり）

《評価基準》４：当てはまる  ３：やや当てはまる  ２：あまり当てはまらない  １：改善が必要である。 

項 目 4 3 2 1 計

目標① 23 50 5 1 79

目標② 14 45 17 3 79

目標③ 33 35 11 0 79

計  画 39 34 5 1 79

事業展開① 19 47 13 0 79

事業展開② 13 54 11 1 79

事業展開③ 15 54 10 0 79

事業展開④ 12 37 26 4 79

事業展開⑤ 12 51 13 3 79

連携・協力 21 49 7 2 79

情報の提供 17 44 15 3 79

組  織 39 28 10 2 79

研  修 10 37 26 6 79

会  議 25 47 6 1 79

予  算 26 42 7 4 79

施設・設備① 19 48 10 2 79

施設・設備② 22 47 9 1 79

事  務 43 33 3 0 79

公民館全体運営の目標は，地域の実態や課題に対応して立てられている。

評 価 の 観 点

各種会合の企画・運営は適切に行われている。

公民館運営のために職員間の共通認識のもとで，予算編成や執行にあたっている。

公民館の目標を具現するために，年間計画が立てられている。

公民館全体運営の目標は，公民館職員に周知・徹底されている。

公民館全体運営の目標は，地域住民に理解されている。

教育委員会との連携を密にし，施設・設備の適切な整備と計画的な物品等の購
入に努めている。

公民館事業を展開するとき，地域の実態や課題等を把握する方策がとられてい
る。

            公民館運営評価シート集計表

住民がいつでも気軽に集まれるスペースの確保，ロビー等の各種展示の工夫に
努めている。

文書の収受・発送・保管は適切である。

関係団体及び諸機関等との協力体制を構築し，十分に連携が図られている。

子育て・家庭教育について学習する機会の提供を図っている。

学級・講座をサークル化につなげる学習プログラムの開発に努めている。

公民館事業は，地域住民の願いやニーズに対応している。

公民館事業を展開する際，ねらいを明確にし，その充実が図られている。

組
織
・
運
営
・
事
務

事
業
の
実
施

目
標

公民館活動の情報を多様なツールを活用し地域住民に提供している。（ＨＰ，
広報誌の工夫）

職員相互の連絡調整がよくなされ，協力し合い，責任を持って職務を遂行して
いる。

自ら資質・能力を高めるための研修の必要性を自覚し，研究・研修に意欲的に
取り組んでいる。



公民館運営アンケートの「集計表」及び「評価平均値」から（考察） 

 
１ 全体として 
    全体の平均値は，これまでの過去４年間とも 3.2 ポイントで推移していましたが，今年度は 0.1 ポ

イント下がり 3.1 ポイントとなりました。項目ごとでは，18 項目中 12 項目が前年度を下回り，0.3 ポ
イント以上下がった設問が 1 問ありました。職員の方々が with コロナに対応しながら業務にあたら
れる中で，謙虚に評価・省察した結果が表れたものと考えます。 

 
２ 目標について 
  数値的には，「目標①」「計画」でそれぞれ 0.1 ポイント下降しました。公民館の運営目標は，前

年度の事業を省察し，各館にあった目標を設定することが望まれますが，過去 2 年間は事業のほとん
どがコロナ禍のため中止され，それぞれの地域の実態や課題の十分な把握に至らなかったことは否め
ないところです。今後は，新型コロナウイルス感染症対策を図りながら再開した今年度事業の振り返
りや公民館運営審議会とそれに類する会議から，参加者や第三者による生きた意見を反映させ，より
実態に即した運営目標としていただければと思います。 

 
３ 事業の実施について 
  事業展開①の項目において，前年度を 0.1 ポイント上回りました。経年比較で下回る項目がほとん

どであった今年度において，唯一昨年度までを上回った項目です。このことは，地域の実態や課題を
第一に考えて事業を再開されたことの表れであると思います。また，アンケート結果からは読み取れ
ませんが，コロナ禍の中にあっても講座受講生同士が自ら可能な活動を継続し，サークル化されたと
いう話も伺いました。今後も，関係団体及び諸機関等との連携や協力はもとより，多様な情報ツール
を活用し，情報提供に努めていただきますようお願いいたします。 

 
４ 組織・運営・事務について 
   例年，どの館でも比較的高い評価をしている項目でしたが，「組織」を除いたすべての項目でポイ

ントを下回っていることから，事業を再開する中でソフト・ハードの両面において課題を再確認され
たことが分かります。特に，予算の項目で 0.3 ポイント下回ったことは，再開にあたっての新たな準
備や燃料費高騰等の影響があったものと推察されます。その中にあって，「組織」の項目が同ポイン
トで推移していることは，職員の方々が団結して献身的に取り組まれている表れであろうと感じまし
た。「研修」においては，職員数の減少に加え，異動や新型コロナの影響による中止等で思うように
参加できない状況が続いているようです。オンライン研修等の普及も進んでいます。引き続き，「職
員の資質・能力の向上」と「組織力の向上」にご尽力いただきますようお願い申し上げます。 

 
 
 



令和４年度 大河原教育事務所管内 

社会教育関係職員等研修会 実施要項 

 

 

１ 趣  旨   社会教育に関する専門的知識の習得や事業推進の心得と，技能等の養成をとおして，公民館

等施設職員・社会教育関係職員としての資質の向上を図る。 

 

２ 主  催  宮城県大河原教育事務所 

 

３ 日  時  令和４年９月１６日（金）   午後２時から午後４時３０分まで 

 

４ 場  所  大河原教育事務所 大会議室（本館４階） 

 

５ 対  象  管内公民館・生涯学習センター・自治センター・まちづくりセンター等施設職員 

        管内社会教育指導員，社会教育関係職員，社会教育主事等 

 

６ 日  程   

 （１）開  会                午後２時から 

 （２）大河原教育事務所長あいさつ 

（３）講 話「生涯学習と地域づくり」      午後２時１０分から午後３時１０分まで 

     

講 師：白石市斎川公民館    館 長  畑 中 多賀男 氏 

    斎川まちづくり協議会  事務長  佐 藤  幸 枝 氏 

     ＊講話後半は，より深く聞いてみたいことを深掘りできる質疑応答時間を設けます。 

 

（４）グループワーク             午後３時２０分から午後４時２０分まで 

（５）閉  会                午後４時２５分から 

 

７ アンケートについて 

  ・研修会での学びを振り返るとともに，次年度以降の研修会の参考のために，アンケートにご協力くださ 

い。本日の資料の表紙にあるQR コードを読み取り，令和４年９月22 日（木）までにご回答願います。 

（閉会行事内にアンケート入力の時間を確保いたしますので，お手数ですが可能な限り，その時間内での 

御回答にご協力願います。） 

 

８ その他 

  ・本日から1 週間以内に37.5℃以上の発熱，および味覚・嗅覚の異常等がみられた場合，または，新型コ  

ロナウイルスへの感染（検査で陽性が出た場合）が判明した場合は，すみやかに宮城県大河原教育事務所  

生涯学習担当へ御連絡をお願いします。 

 

＜連絡先＞ 

  宮城県大河原教育事務所 教育学事班 生涯学習担当   

℡ ０２２４－５３－３１１１（内５６７） 



 

 

 

 

 

 

 

 

９月１６日（金），大河原合同庁舎を会場に，社会教育関係職員等研修会を開催しました。

この研修会の趣旨は，社会教育に関する専門知識の習得や事業推進の心得と，技能等の養成をと

おして公民館等施設職員・社会教育関係職員としての資質の向上を図ることです。 

講話では，白石市斎川公民館 館長 畑中多賀男氏，斎川まちづくり協議会 事務局長 佐藤

幸枝氏から，「公民館を核とした斎川の地域づくり」と題してお話しいただきました。令和元年度第７２

回優良公民館表彰において，東北初の「最優秀公民館」に選ばれた斎川公民館での取組について，

様々な事例を基に御紹介いただきました。後半のグループワークでは，参加者同士が日頃の業務を振

り返り，よりよい事業展開の実現を目指した熱心な情報交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(左)斎川まちづくり協議会    (右) 白石市斎川公民館 

事務局長 佐藤 幸枝 氏    館長 畑中 多賀男 氏              

 

【参加者の声】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住民主体の公民館事業を実施していくのはとても大変だと感じていましたが，身

近に成功している地域があることを知り，参考にしたいと感じました。 

○似た境遇の方とのグループワークだったので共感できることも多く，とても楽し

かったです。 

○他の市町の事例や悩みを共有できて大変参考になりました。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

○斎川公民館の取組は，今後の少子高齢化の地域のコミュニティづくりや若者参画

の先進的な事例で素晴らしく，参考にしていければと思います。 

○久しぶりの研修会でいろいろな角度から話が聞けて，話せて，とても有意義な時間

を過ごすことができました。ありがとうございました。 

○同じ悩みがある方が多数で，共感することができました。どの地域も同じ悩みを持

って来られたのだと思い，これからどうしたら良いか，時間をかけて話せれば良か

ったな，と思いました。 

○若者の意見を反映して，若者が主体となる活動を行うことによって，高齢化が少し

でも止められるのではないかと感じました。 

○初めて参加させていただきました。貴重なお話を聞けて，とても勉強になりまし

た。他の地区の皆さんのお話が参考になりました。 

○他地区の方々との意見交換ができ，同じ悩みごとがあり，笑って話せたことは，有

意義でした。 







































































 郵便番号 所在地 電語番号 ＦＡＸ

1 1 989-0206 白石市字寺屋敷２５－６ 0224-26-2453 24-5377

2 2 989-0111 白石市越河五賀字南原２－１ 0224-28-2101 28-2561

3 3 989-0216 白石市斎川字新町尻３ 0224-25-2701 25-6128

4 4 989-0216 白石市大平中目字西田７ 0224-25-2338 25-2338

5 5 989-0213 白石市大鷹沢三沢字５－４８ 0224-25-2711 25-6447

6 6 989-0232 白石市福岡長袋字陣場ケ丘１２－２ 0224-25-2249 25-2249

7 7 989-0731 白石市福同深谷字南沖２１ 0224-24-4540 24-4590

8 8 989-0233 白石市小原字中北前田３－２ 0224-29-2031 29-2900

9 9 989-1102 白石市白川津田字内堀６－１ 0224-27-2101 27-2517

10 1 981-1505 角田市角田字牛舘１９－５ 0224-63-2224 63-5559

11 2 981-1512 角田市横倉字杉の堂４０ 0224-62-2314 63-5357

12 3 981-1514 角田市小田字福田８０ 0224-62-4292 62-4292

13 4 981-1504 角田市島田字光畑５７－１ 0224-63-2141 63-5358

14 5 981-1502 角田市尾山字五反田１９８ 0224-63-2131 61-1055

15 6 981-1533 角田市平貫字土浮１０２ 0224-69-2111 69-2410

16 7 981-1522 角田市佐倉字裏一番１５５ 0224-63-2142 63-5360

17 8 981-l524 角田市岡字阿弥陀入３３－１ 0224-68-2111 67-1055

18 9 981-1516 角田市高倉字本町１５ 0224-65-2111 67-3001

19 1 989-0821 蔵王町大字円田字西浦５ 0224-33-2018 33-2019

20 2 989-0701 蔵王町宮字町２１ 0224-32-2311 32-2341

21 3 989-0831 蔵王町大字平沢字内屋敷１４－１ 0224-33-2220 33-2220

22 4 989-0916 蔵王町遠刈田温泉字北山１８－１ 0224-34-2331 34-2376

23 5 989-0821 蔵王町大字円田字西浦５ 0224-33-2018 33-2019

24 6 989-0821 蔵王町大字円田字掘の内４ 0224-33-2332 33-2407

25 七ヶ宿 l 989-0512 七ケ宿町字関１２６ 0224-37-2195 37-2203

26 1 989-1241 大河原町字町１９６ 0224-53-4050 53-4051

27 2 989-1224 大河原町金ケ瀬字原８８ 0224-52-6635 52-6736

28 1 989-1305 村田町大字村田字西田２８ 0224-83-2023 83-3385

29 2 989-1321 村田町大字沼辺字学校前６２ 0224-52-1644 52-6444

30 3 989-1302 村田町大字小泉字古館１－２

31 4 989-1302 村田町大字小泉字肬石２９

32 5 989-1301 村田町大字菅生字宮根５９ 0224-83-2301 83-5778

33 6 989-1311 村田町大字足立字明神９３

34 7 989-1311 村田町大字足立字岫１３

35 l 989-1612 柴田町大字中名生字西宮前４９ 0224-59-2520 59-2580

36 2 989-l752 柴田町槻木下町３－１－６０ 0224-56-1997 56-1997

37 3 989-1622 柴田町西船迫３－３－１０４ 0224-57-2011 57-2173

38 4 989-l731 柴田町船岡東１－２－６５ 0224-55-2023 54-1420

39 5 989-1731 柴田町東船追１－８－１ 0224-56-5128 56-5135

40 6 989-l606 柴田町大字船岡字大住町１３－１ 0224-52-4101 52-4101

41 川崎 1 989-1501 川崎町大字前川字裏丁１７５－２ 0224-84-2111 85-1026

42 1 981-2152 丸森町字鳥屋１２０ 0224-72-1683 72-4201

43 2 981-2402 丸森町金山字下前川原１７ 0224-78-1121 73-7006

44 3 981-2201 丸森町筆甫字和田８０－２ 0224-76-2111 73-6008

45 4 981-2501 丸森町大内字横手８２－１ 0224-79-2004 73-3008

46 5 981-2401 丸森町小斎字山崎６３ 0224-78-1111 73-7007

47 6 981-2102 丸森町舘矢間舘山字大門１４８－１ 0224-72-2120 73-1036

公民館等名

白石市中央公民館

白石市越河公民館

角
田

村
田

丸
森

白石市斎川公民館

白石市大平公民館

白石市大鷹沢公民館

小田自治センター

枝野自治センター

藤尾自治センター

白
石

白石市白川公民館

角田自治センター

横倉自治センター

白石市福岡公民館

白石市深谷公民館

自石市小原公民館

西根自治センター

蔵王町公民館

蔵王町宮地区公民館

東根自治センター

桜自治センタ－

北郷自治センター

七ケ宿町公民館

大河原町中央公民館

大河原町金ケ瀬公民館

蔵王町平沢地区公民館

蔵王町遠刈田地区公民館

蔵王町永野地区公民館

蔵王町円田地区公民館

船岡生涯学習センター

槻木生涯学習センター

村田町西足立地区公民館

村田町中央公民館

村田町沼辺地区公民館

村田町小泉地区公民館

川崎町公民館 

丸森まちづくりセンター

金山まちづくりセンター

筆甫まちづくりセンター

西住公民館

蔵
王

船迫生涯学習センター

船岡公民館

船迫公民館

村田町東足立地区公民館

大河原管内公民館等一覧

柴
田

大
河
原

大内まちづくりセンター

小斎まちづくりセンター

舘矢間まちづくりセンター

村田町姥ケ懐地区公民館

村田町菅生地区公民館



48 7 981-2301 丸森町大張大蔵字川前３９－１ 0224-75-2124 73-5008

49 8 981-2303 丸森町耕野字小屋舘７－４ 0224-75-2134 73-5007

大張まちづくりセンター

耕野まちづくりセンター


